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 審査会では、学位論文の内容について 50 分程度の口頭発表の後で、審査委員による質疑応答およ
び講評を行った。総合的には、対象とする範囲のデータを網羅的に収集して分析を行い、中国地方と
 いう広い範囲で長期にわたる居住形態の変化を明らかにしたことに対して、高い評価が与えられた。 
 審議の過程では、各審査委員から、分析の方法や概念定義、別の解釈の可能性等について質問や指
摘がなされた。遺跡の数の変動と人口との関係については、本論文で示されたものとは異なる解釈も
可能ではないかという指摘があり、遺跡群認定の基準を明確にすること、地形などを考慮した地域レ
ベルの分析を行うことなどで、より確かな分析に発展させることが望ましいとされた。定住と定着と
いう概念や、集団狩猟を推定する際の理論的基礎などについては、民族誌で確認できる狩猟採集社会
の居住形態との対応について問われ、考古資料から社会集団や社会的行為を復元する際の方法論的な
基盤も、さらに充実させる余地があることが指摘された。また、従来の発展段階論的な定住化をめぐ
る議論に対して批判的な立場から書かれた論文であるが、結果としては必ずしもそれを否定する内容
になっていないのではないか、とする意見もあった。 
 以上のような指摘やコメントはあったが、その多くは今後のさらなる研究の深化を促すものであっ
た。データに基づいた堅実な研究から、関西地方と九州地方に比べて状況がよく分かっていなかった
中国地方の縄文社会の実態について明らかにした本研究の学術的意義は大きく、学位論文として十分
な内容であるという点については審査委員全員の意見が一致し、合格と判定した。 
 
 
 
